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現地ルポルタージュ

3　日本北限の飛島の「とび魚」漁
飛島の「とび魚」漁は日本北限の漁であり、

このとび魚を漁獲から焼き干し造りの全工程
まで手作業で行っているのは全国で唯一ここ
だけである。
農工連は以前から飛島の炭火焼・天日干し

のとび魚（「あごだし」）をめんつゆとして利用
していたが、今回、農商工連携の事業として
濃縮しないストレート・タイプを開発するこ
とに決めた。とび魚のダシは、上品でくせが
なく昔から最高級のダシとされてきたが、ス
トレート・タイプで製造するのは、食塩分が
低いため衛生管理が難しいことや（二次発酵の
リスク）、風味の安定等に課題があるため濃縮
タイプが主流となっている。
一方「あごだし」を供給する山形県漁協で

も、スルメイカが漁獲高、売上の大半を占め
るため、新たな高付加価値商品を模索してい
た。農商工連携事業では、従来は漁業者ごと
に品質のバラツキがあった「あごだし」の鮮
度・品質管理を統一し、保存技術を向上させ、
農工連に安定供給する役割が期待されている。

4　大学生の「あごだしプロジェクト」
この農商工連携が面白いのは、地元の東北

公益文科大学の学生がマーケティング調査、
デザイン、ネーミング等さまざまな形で事業
支援に加わっていることである。商品が09年
６月に農商工連携の認定を得ると、大学内に
「あごだしプロジェクト」（単位の対象科目）が
立ち上がり、現在約20名近い学生が参加して
いる。
昨年はプロジェクトの学生たちは、飛島で

の漁獲にはじまり商品製造、販売までを農工
連の職員と一緒に経験した。

1　はじめに
農商工連携は農林漁業者と加工メーカーと

いう組合せが大半を占めるが、山形県庄内地
域において２つの協同組合と地元大学生が連
携し、新商品の製造・開発からマーケティン
グ活動を一緒に取り組んでいる。このユニー
クな事例を紹介したい。

2　連携の背景
この農商工連携には主に３つの参加者が登

場するが、その中心的組織といえるのが山形
県農村工業農業協同組合連合会（JA山形農工
連、以下「農工連」）である。
農工連は1939（昭和14）年に農山漁村経済更

生運動の一環として発足し、戦後は主に県内
向けの味噌、醤油の製造・販売を行い、会員
である農協・連合会への還元を図ってきた。
しかし、地元産の米、大豆を利用した味噌は
95、96年ごろから激しさを増す価格競争の波
を受け売上が大きく落ち込むようになり、ま
た主力の醤油の売上も食生活の変化による全
国的傾向等から、低迷する状況となった。
こうしたなか大手との差別化、「地産地消」

推進の観点から、農工連は自らの醸造技術と
地元産果樹を生かした「柿酢」や「梅酢」等
の新商品の開発に力を入れてきた。これらは
消費者の健康への強い関心からも人気が高く、
売上を着実に伸ばしている。
さらに08年には酒田市の北西39kmに浮かぶ

離島「飛島」沖の海洋深層水を利用した色々
な商品開発を企画したものの、取水中止とな
りこの計画そのものは頓挫することになった
が、県、酒田市、中小企業基盤機構の働きか
けもあり新たに農商工連携の事業に取り組む
ことになった。
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6,000本（小売価格350円、１本270ml）と当初の目
標からは相当隔たりがある。商品そのものは
「圧倒的なダシ感」があるとして高い評価を得
ているが、「あごだし」の安定供給がまだ軌道
に乗っていないのが一番の原因である。
一方で、この農商工連携は連携体の構築と

いう点では、非常にしっかりしたスタートを
きった事例といえよう。農工連にとってプロ
ではない学生を連携に加えたのは、たんに宣
伝効果だけでなく、学生の声を通じて外部の
声、顧客の声をダイレクトに取り込むことが
できた点でメリットが大きかったといえる。
また学生と連携したからこそ、地域資源に

ついて基礎から学び、商品の背景にあるスト
ーリーの一貫性と自らのポジションについて
再確認する貴重で「楽しい」機会を得ること
ができたといえる。
農商工連携の核心は「学習し合うネットワ

ーク」にあり、それをいかに長期にわたり進
化させていくかという点がビジネスとしての
成功の基本でもある。学生を連携パートナー
とする農工連の事例は、庄内地域の価値と内
発的発展の「種」を広く蒔いたという意味で、
長期的なビジネスの広がりをも期待させる取
組みであるといえる。

（むろや　ありひろ）

飛島では早朝３時に起床し漁師の方と一緒
にとび魚漁を体験、港に戻り今度は「焼干し
づくり」に挑戦した。とび魚をさばいて天日
干し（前処理）にした後、炭火で焼いて、再び
１週間前後天日干しをするという重労働であ
る。しかも漁期が毎年６月下旬から７月いっ
ぱいと短いため、作業はしばしば深夜に及ぶ
ことから体調を崩す方も多いという。
また学生たちは飛島滞在中に、島民との座

談会を３回開き、漁業の現状や島民が置かれ
ている厳しい状況について色々な角度から学
んだ。さらに酒田市の農工連工場では、つゆ
製造についての勉強会を開き、「かえし」「だ
し取り」などの体験を行った。
このように商品の背後にある人びとや地域

資源に対する認識を共有した後で、学生たち
は商品の販売促進活動を積極的に展開してい
る。プロジェクトの学生たちは、農工連の職
員と一緒に学内、県内、首都圏で開催される
各種展示会などでマーケティング調査、デー
タ収集・分析、バイヤーへのPRなどを行った。
また商品の映像制作、キャッチフレーズやキ
ャラクターづくり、Ｔシャツ作成などの活動
も実施した。
首都圏の展示会に参加した際には、バイヤ

ーから「他の料理のレシピないの？」との問
い合わせが多数あったことから、今年２月に
は野菜ソムリエや地元小学校の親子も交えて、
料理教室を開くなど学生と農工連の連携は食
育にまで広がっている。
商品のネーミングでは、首都圏でのマーケ

ティング調査を踏まえた決定会議で、「絶品と
び魚だしめんつゆ・贅沢ストレート」と名付
けられた。パッケージデザインも、飛島の魅
力を全国に発信したいという学生の思いから
飛島の地図が記載された。

5　学習ネットワークの広がり
昨年のストレート・タイプの販売はまだ

山形市内での販売活動の様子
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